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１．イラン女性作家の草分けとして 1950 年代から約 60 年にわたって活躍したスィーミーン・ダーネシュ

ヴァル（1921-2012）の短編小説「楽屋」（1961）の両義性についての論文をペルシア語専攻の紀要『イラ

ン研究』第 12号（2016年 3月）に投稿し、査読を経て受理された。 

２．上記の「楽屋」の翻訳紹介を、『中東現代文学選 2015』（中東現代文学研究会・編、近刊）に発表した。 

３．8 月下旬に約 2 週間、科研基盤研究（B）「現代中東における「ワタン（祖国）」的心性をめぐる表象文

化の発展的研究」（研究代表者：岡真理）の研究の一環としてイランに出張し、資料収集と研究打合せを行

った。女性作家ファリーバー・ヴァフィー、シーヴァー・アラストゥーイー、ファルホンデ・アーガーイー、

およびレイラー・リヤーヒーの 4 名、女性編集者シャハラー・シェルキャト、モジュデ・ダギーギーの 2

名に面会して情報収集を行ったほか、イラン現代文学研究者ハサン・ミーラーベディーニーにも会い、現代

文学研究に関する意見交換を行った。 

４．上記のイラン出張では、外国人向けペルシア語教育機関であるテヘラン大学付属デホダー研究所を訪れ、

所長以下数名の教員とも面会して、今後の教育研究の協力のあり方について懇談した。 

５．今年度の科研申請では、「第二言語としてのペルシア語の総合的研究」と題した言語教育分野の共同研

究プロジェクトの立ち上げを企画した。 

 


